
Google Cloudの統合

簡素化と一貫性を実現するために、Cisco SD-WANソリューションは Cisco Catalyst SD-WAN
としてブランド名が変更されました。さらに、Cisco IOS XE SD-WANリリース 17.12.1aおよび
Cisco Catalyst SD-WANリリース 20.12.1以降、次のコンポーネントの変更が適用されます。
Cisco vManageから Cisco Catalyst SD-WAN Managerへの変更、Cisco vAnalyticsから Cisco
Catalyst SD-WAN Analyticsへの変更、Cisco vBondから Cisco Catalyst SD-WAN Validatorへ
の変更、Cisco vSmartから Cisco Catalyst SD-WANコントローラへの変更、および Ciscoコン
トローラから Cisco Catalyst SD-WAN制御コンポーネントへの変更。すべてのコンポーネント
ブランド名変更の包括的なリストについては、最新のリリースノートを参照してください。新

しい名前への移行時は、ソフトウェア製品のユーザーインターフェイス更新への段階的なアプ

ローチにより、一連のドキュメントにある程度の不一致が含まれる可能性があります。

Google Cloudの統合
1



表 1 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

この機能により、ブランチサ

イトは Google Cloudで実行さ
れているワークロードにアク

セスできます。また、ブラン

チサイトは、Google Cloudの
グローバルネットワークを介

してさまざまなリージョンや

サイト間でトラフィックを送

受信できます。ソリューショ

ンの一環として、クラウド

ゲートウェイはさまざまな

リージョンでインスタンス化

されます。クラウドゲート

ウェイは Cisco Catalyst 8000V
インスタンスのペアで構成さ

れ、そのインターフェイスは

3つの異なる VPCにアンカー
されます。この機能は、サイ

トとクラウド間の接続とサイ

ト間の接続をサポートしてい

ます。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
リリース 17.5.1a

Cisco vManageリリース 20.5.1

Google Cloudを使用した Cisco
SD-WANクラウドゲートウェ
イ
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説明リリース情報機能名

Google Service Directoryと
Cisco Catalyst SD-WANソ
リューションの統合により、

Cisco SD-WANManagerを使用
して Google Cloud内のアプリ
ケーションを検出できます。

検出されたアプリケーション

を使用して、Cisco SD-WAN
Managerでアプリケーション認
識型ルーティングポリシーを

定義できます。

Cisco SD-WANManagerの監査
機能が Google Cloud統合に拡
張されました。このオプショ

ンを使用して、Google Cloud
内のオブジェクトの状態が

Cisco SD-WANManagerの状態
と同期していることを確認し

ます。

Cisco SD-WANManagerのクラ
ウドリソースインベントリ

は、クラウドオブジェクト、

その識別子、そのようなオブ

ジェクトが作成されたときの

タイムスタンプなどの詳細な

リストを取得します。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
リリース 17.6.1a

Cisco vManageリリース 20.6.1

Cisco SD-WANと Google
Service Directoryの統合と、ク
ラウド状態監査とクラウドリ

ソースインベントリのサポー

ト

この機能により、特定のリー

ジョンのクラウドゲートウェ

イの一部として 2～ 8つの
Cisco Catalyst 8000Vインスタ
ンスを展開できます。

以前のリリースでは、クラウ

ドゲートウェイの一部として

厳密に 2つの Cisco Catalyst
8000Vインスタンスを展開で
き、各インスタンスはリー

ジョンの異なるゾーンに展開

されていました。

Cisco vManageリリース 20.9.1
クラウドゲートウェイでの

Cisco Catalyst 8000Vインスタ
ンスの水平スケーリング
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説明リリース情報機能名

この機能により、一部のクラ

ウドゲートウェイをサイト間

の接続とサイトとクラウド間

の接続をサポートするように

設定し、他のクラウドゲート

ウェイをサイトとクラウド間

の接続のみをサポートするよ

うに設定することができま

す。この設定の柔軟性は、サ

イト間接続をまだサポートし

ていない一部の Google Cloud
リージョンで特に役立ちま

す。

以前のリリースでは、接続タ

イプはグローバル設定です。

すべてのクラウドゲートウェ

イを、サイト間の接続とサイ

トとクラウド間の接続をサ

ポートするように設定する

か、サイトとクラウドの間の

接続のみをサポートするよう

に設定します。

Cisco vManageリリース 20.9.1
クラウドゲートウェイの分離

されたサイト間およびサイト

とクラウド間の接続設定

•サポートされるプラットフォームとインスタンス（5ページ）
•制限事項と制約事項（5ページ）
• Google Cloudを使用した Cisco Catalyst SD-WANクラウドゲートウェイの概要（6ペー
ジ）

• Google Service Directoryの統合とルックアップ（7ページ）
•接続モデル（9ページ）
• Google Cloudを使用した Cisco Catalyst SD-WANクラウドゲートウェイの設定（12ペー
ジ）

• Service Directoryのルックアップと検出されたアプリケーションによるトラフィックポリ
シー（21ページ）

•接続のモニター（24ページ）
•監査（24ページ）
•クラウドリソースインベントリの表示（26ページ）
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サポートされるプラットフォームとインスタンス

サポートされるプラットフォーム

• Cisco Catalyst 8000V

Google Cloudでサポートされるインスタンス

• N1-standard-8

• N1-standard-4

制限事項と制約事項
• Google Network Connectivity Centerの場所のサポートは、Googleのサービスによって異な
ります。サポートされている場所の詳細については、GoogleNetworkConnectivityCenterの
場所に関する Google Cloudのドキュメントを参照してください。

•サービスタイプ（Standardまたは Premium）の変更は、変更後に作成されたクラウドゲー
トウェイにのみ適用されます。この変更は、すでに作成されているクラウドゲートウェイ

には適用されません。

• Google Cloudプロジェクトごとにサポートされるサービスアカウントは 1つだけです。

• Googleリージョンごとにサポートされるクラウドゲートウェイは 1つだけです。

•次の処理が進行中の場合は、新しいクラウドゲートウェイを作成できません。

•クラウドゲートウェイの作成または削除

•タグの作成またはマッピング

•すでに作成されているクラウドゲートウェイの設定は編集できません。

•最初のクラウドゲートウェイがすでに作成されている場合、次のクラウドグローバル設定
を変更することはできません。

• IPサブネットプール

• Cloud Gateway BGP ASN Offset

•ワークロード VPCサブネットに、重複する IPアドレス空間を含めることはできません。

•サイト間接続の場合、VRFと集中管理ポリシーを設定して、ブランチからサイトへのトラ
フィックがGoogleCloudのグローバルネットワークを通過できるようにする必要がありま
す。GoogleCloudのグローバルネットワークトンネルで障害が発生した場合、トラフィッ
クのドロップが予想されます。

Google Cloudの統合
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•サイトとクラウド間の接続の場合、1つのみのVPNを 1つ以上のタグにマッピングできま
す。

• VPNが 1つ以上のタグにマッピングされている場合は、そのようなタグの下にある VPC
の合計数が、Google Cloudで指定されている VPCピアリングの制限を超えないようにし
てください。タグ内およびタグ間の接続は VPCピアリングに依存するため、タグ内およ
びタグ間のマッピングのために有効になる VPCピアリング関係の数は、Google Cloudで
指定されている VPCピアリングの制限を超えることはできません。デフォルトの VPCピ
アリングの制限は 25です。この制限を増やすには、Google Cloudサポートにお問い合わ
せください。GoogleVPCピアリングの制限については、GoogleCloudのドキュメントを参
照してください。

•タグ間のマッピングは常に双方向です。

•サイトとクラウド間の接続のための VPNとタグ間のマッピングの場合、プレフィックス
の数は、GoogleクラウドリージョンによるBGPセッションあたりのカスタムルートアド
バタイズメントの最大数（200）を超えることはできません。

•デフォルトでは、プロジェクトごとに 20個の Google Cloud Routerを使用できます。サイ
トとクラウド間の接続には、2つの Google Cloud Routerが必要です。サイト間の接続が有
効になっている場合は、クラウドゲートウェイごとに 2つの追加のGoogle Cloud Routerが
必要です。そのため、デフォルトのGoogle CloudRouterのクォータの可用性を使用して、
サイト間の機能を無効にしたまま、サイトとクラウド間の接続用に 10個のクラウドゲー
トウェイを作成することができます。サイト間の接続も有効にした場合は、最大5つのク
ラウドゲートウェイを作成することができます。より多くのクラウドゲートウェイをイン

スタンス化するために追加のGoogle Cloud Routerが必要な場合は、Google Cloudポータル
から Google Cloud Routerのクォータの増加をリクエストします。

•サイトとクラウド間のトランジット VPCのワークロード VPCから学習されたダイナミッ
クルートは、クラウドゲートウェイの Cisco Catalyst 8000Vインスタンスを使用して BGP
セッションにアドバタイズされません。そのため、これらのダイナミックルートは Cisco
Catalyst SD-WANエッジデバイスに対して表示されません。

• IPv6ネットワークアドレスはサポートされていません。

• Network Connectivity Centerのトランジット VPCハブは、Googleリージョン内のすべての
クラウドゲートウェイが削除された場合にのみ削除できます。

•トランスポートロケーション（TLOC）の色の private1は、サイト間通信にのみ使用され
ます。そのため、他のインターフェイスには使用しないでください。

Google Cloudを使用した Cisco Catalyst SD-WANクラウド
ゲートウェイの概要

この機能により、Cisco SD-WAN Managerの Cloud OnRamp for Multicloudワークフローを使用
して、Cisco Catalyst SD-WANクラウドゲートウェイで冗長 Cisco Catalyst 8000V Edgeソフト
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ウェア（Cisco Catalyst 8000V）インスタンスのペアを設定できます。冗長ルータを使用してク
ラウドゲートウェイを形成すると、パブリッククラウドに対するパスの復元力が得られます。

Cisco Catalyst SD-WANファブリックを使用して、この機能により、ブランチおよびデータセ
ンターのデバイスがGoogleCloudのアプリケーションおよびサービスと通信できるようになり
ます。また、Google Cloudのグローバルネットワークを使用してサイト間接続を行うこともで
きます。

Cisco SD-WAN Managerの Cloud OnRamp for Multicloudワークフローは、Google Cloudでの
WAN仮想プライベートクラウド（VPC）と 2つのトランジット VPCの起動を自動化します。
このワークフローは、地理的な Google Cloudリージョン内の既存の VPCも検出します。その
後、Cisco SD-WANManagerで検出された VPCのタグを作成できます。これらのタグは、サー
ビス VPNをパブリッククラウドインフラストラクチャ内の特定の VPCにマッピングするた
めに使用されます。このマッピングにより、GoogleCloud内のワークロードVPCへの接続と、
Google Cloudのグローバルネットワークを使用したサイト間接続が可能になります。

クラウドゲートウェイでの Cisco Catalyst 8000Vインスタンスの水平ス
ケーリング

最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1

特定のリージョンのクラウドゲートウェイの一部として、最小 2つ、最大 8つの Cisco Catalyst
8000Vインスタンスを展開できます。3つ以上のインスタンスを追加する（つまり、インスタ
ンスの数を水平方向にスケールアップする）ことで、スループットを向上させることができま

す。必要なスループットに基づいて、最小制限の 2つから最大制限の 8つのインスタンスの間
で、インスタンス数を水平スケーリングできます。

2つの Cisco Catalyst 8000Vインスタンスのみを使用してクラウドゲートウェイを展開する場
合、各インスタンスはリージョンの異なるゾーンに展開され、冗長性が提供されます。3つ以
上のインスタンスを持つクラウドゲートウェイを展開する場合、インスタンスは冗長性のため

に2つ以上のゾーンに展開されます。インスタンスは、ゾーン間で均等に分散されない場合が
あります。

クラウドゲートウェイの一部であるすべての Cisco Catalyst 8000Vインスタンスが、同じイン
スタンスタイプであることを確認します。

（注）

関連トピック

クラウドゲートウェイの作成と管理（17ページ）

Google Service Directoryの統合とルックアップ
Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.6.1a以降では、Google Service Directoryが Cisco
Catalyst SD-WANと統合されます。Google Service Directoryは、Google Cloud内のアプリケー
ションまたはサービスのカタログです。Cisco SD-WAN Managerで Service Directoryのルック

Google Cloudの統合
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アップを有効にすると、この統合により、Cisco SD-WAN Managerは Google Cloudでホストさ
れているアプリケーションを検出し、クラウドで検出されたアプリケーションとして表示する

ことができます。その後、このようなアプリケーションを使用して、アプリケーション認識型

ルーティングポリシーを定義できます。

Google Service Directoryの作成、および Google Service Directoryへの新しいサービスの登録に
ついては、Googleのドキュメントを参照してください。

Google Service Directoryのルックアップの仕組み

1. Google Service Directoryのルックアップは、Cisco SD-WAN Managerの [Cloud OnRamp for
Multicloud]ワークフローの [Cloud Global Settings]ウィンドウと [Associate Cloud Account]
ウィンドウから設定します。

[Service Directory Lookup Capable]として設定されているアカウントでは、ルックアップ結
果が 20分ごとに Cisco SD-WAN Managerタスクバーに表示されます。

2. Cisco SD-WAN Managerが、アカウントに関連付けられている Googleリージョンをルック
アップして、Google Service Directory内のアプリケーションを検出します。

3. Cisco SD-WAN Managerが、アカウントに関連付けられている Googleリージョン内の名前
空間を検出してから、各名前空間内のサービスまたはアプリケーションのリストを検出し

ます。

4. Cisco SD-WAN Managerが、名前空間で検出された各サービスのエンドポイントリストと
メタデータを取得します。メタデータまたはサービス注釈には、トラフィックプロファイ

ルなどの属性が含まれます。

Cisco SD-WANManagerが、サービス注釈のリストでキーワードの trafficProfileキーを検索
します。次に、このキーに対する値が既知のSLAキーワード（data、voice、video、critical、
realtime、best-effort、またはdefault）のいずれかであるかどうかを確認します。値が一致し
ない場合、サービスのトラフィックプロファイルはdefaultとして設定されます。キーワー
ドの trafficProfileが見つからない場合、トラフィックプロファイルは defaultに設定されま
す。サービスのトラフィックプロファイルは適切なSLAクラスに自動的に変換され、集中
管理型ポリシーの作成時に使用できます。

ルックアップの一環として、Cisco SD-WAN Managerは現在の Google Cloudのマッピング
状態に対してエンドポイントリストを検証します。これにより、サービスがCiscoSD-WAN
Managerを介して到達可能かどうかを判断します。

5. Cisco SD-WAN Managerを介して到達可能な検出された各サービスが、クラウドで検出さ
れたアプリケーションとしてカタログ化されます。

クラウドで検出されたアプリケーションの名前は、Googleアカウント名、リージョン名、
名前空間の名前、およびGoogle Cloudでのサービスまたはアプリケーションの名前を連結
して導出されます。名前のサブフィールドはハイフンで結合されます。クラウドで検出さ

れたアプリケーション名の長さには、59文字の制限があります。名前がこの文字制限を超
えると、アプリケーションを追加する際に Cisco SD-AVCで問題が発生する可能性があり
ます。これにより、ポリシーでアプリケーションが正しく使用されない可能性がありま

す。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/policies/ios-xe-17/policies-book-xe/application-aware-routing.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/policies/ios-xe-17/policies-book-xe/application-aware-routing.html


したがって、Google Cloudでアプリケーションの名前を決定する際には、Cisco SD-WAN
Managerでクラウドで検出されたアプリケーションの名前を決定するために使用されるロ
ジックを考慮することを推奨します。

以前に検出されたサービスまたはアプリケーションが Google Cloudで使用できなくなった場
合、CiscoSD-WANManagerはそのアプリケーションを削除します。このようなアプリケーショ
ンがポリシーで使用されている場合、アラームが生成され、ポリシーからアプリケーションを

手動で削除する必要があります。削除されたサービス向けのパケットは引き続きクラウドに到

達できますが、クラウドに到達した後にドロップされる可能性があります。

（注）

接続モデル
Google Cloud機能を使用した Cisco Catalyst SD-WANクラウドゲートウェイでは、次の接続モ
デルがサポートされています。

サイトから Google Cloudへ

このユースケースは、ブランチサイトが Google Cloud内の VPCで実行されているアプリケー
ションにアクセスする必要がある場合に適用されます。このシナリオでは、ブランチサイトは

WAN VPCに接続します。WAN VPCは、サイトとクラウド間のトランジット VPCを介して
ワークロードまたはアプリケーション VPCに接続します。

図 1 :サイトとクラウド間の接続

Google Cloudの統合
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サイト間

このユースケースは、Google Cloudのグローバルネットワークを使用して、サイト間トラン
ジットVPCを介して異なるリージョンにある2つのブランチを接続する場合に適用されます。
パブリックインターネットを介してブランチを接続することもできますが、Google Cloudのグ
ローバルネットワークを介して接続することで、トランジットが最適化されます。

図 2 :サイト間の接続

特定のクラウドゲートウェイまたはGoogleCloudリージョン間でサイト間接続を有効にするこ
とはできません。すべてのクラウドゲートウェイ間で、グローバルにのみ有効にできます。

Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、すべてのクラウドゲートウェイに対してサイト間接
続をグローバルに有効にした後に、サイト間通信に参加しないように一部のクラウドゲート

ウェイを設定することができます（クラウドゲートウェイの分離されたサイト間およびサイト

とクラウド間の接続設定（11ページ）を参照）。

（注）

サイト間接続のユースケースでは、要件に基づいてトラフィックをインテリジェントにステア

リングするための制御ポリシーを定義できます。たとえば、重要でないトラフィックフローと

重要なトラフィックフローの交換のために、パブリックインターネットと Google Cloudのグ
ローバルネットワークをそれぞれ使用することができます。詳細については、「Centralized
Policies」を参照してください。

（注）
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クラウドゲートウェイの分離されたサイト間およびサイトとクラウド

間の接続設定

最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1

Cisco vManageリリース 20.8.1以前のリリース：グローバル設定フィールドの [Site-to-site
Communication]を使用して、展開内のすべてのクラウドゲートウェイのサイト間接続を有効ま
たは無効にします。

•グローバル設定でサイト間接続を無効にした場合は、サイトとクラウド間の接続をサポー
トしているリージョンでのみクラウドゲートウェイを作成できます。これらのクラウド

ゲートウェイは、サイトとクラウド間の通信にのみ参加できます。

•グローバル設定でサイト間接続を有効にした場合は、サイト間接続をサポートしている
リージョンでのみクラウドゲートウェイを作成できます。これらのクラウドゲートウェイ

は、サイト間通信とサイトとクラウド間の通信の両方に参加できます。ただし、サイト間

接続をサポートしているリージョンは、サイトとクラウド間の接続のみをサポートしてい

るリージョンよりも少なくなります。そのため、サイトとクラウド間の接続を利用するた

めの選択肢は少なくなります。

Cisco vManage 20.9.1以降：グローバル設定フィールドの [Site-to-site Communication]を使用し
て、展開内のすべてのクラウドゲートウェイのサイト間接続を有効または無効にします。

•グローバル設定でサイト間接続を有効にした場合、クラウドゲートウェイの作成時に
[Involved in Site-to-site communication]フィールドを使用して、クラウドゲートウェイをサ
イト間通信に参加させるかどうかを選択することができます。

•クラウドゲートウェイをサイト間通信に参加させない場合は、サイトとクラウド間の
接続のみをサポートしている任意のリージョンにゲートウェイを作成することができ

ます。

•クラウドゲートウェイをサイト間通信に参加させる場合は、サイト間接続をサポート
している任意のリージョンにゲートウェイを作成することができます。クラウドゲー

トウェイは、サポートされているリージョン内のサイト間通信とサイトとクラウド間

の通信の両方に参加できます。

そのため、サイト間通信とサイトとクラウド間の通信に参加するクラウドゲートウェイ

と、サイトとクラウド間の通信のみに参加するクラウドゲートウェイを作成することがで

きます。

•グローバル設定でサイト間接続を無効にした場合は、サイトとクラウド間の接続をサポー
トしているリージョンでのみクラウドゲートウェイを作成できます。サイト間接続がグ

ローバルに無効になっている場合、特定のクラウドゲートウェイでこのタイプの接続を有

効にすることはできません。

関連トピック

クラウドグローバル設定の構成（15ページ）
クラウドゲートウェイの作成と管理（17ページ）
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Google Cloudを使用した Cisco Catalyst SD-WANクラウド
ゲートウェイの設定

この項では、Cisco SD-WANManagerを使用して Google Cloud機能で Cisco Catalyst SD-WANク
ラウドゲートウェイを設定する方法について説明します。この項では、この機能を設定するた

めに満たす必要がある前提条件も示します。

設定要件

• Google Cloudのサブスクリプションが必要です。アカウントを Cisco SD-WAN Managerに
関連付けるには、Google Cloudアカウントの詳細が必要です。

• Cisco SD-WANManagerでGoogleCloudサービスアカウントを登録できるようにするには、
Google Cloudアカウントに少なくとも次のロールが設定されていることを確認してくださ
い。

•サービスアカウントユーザー

•コンピューティングインスタンス管理（v1）

•コンピューティングネットワーク管理

•コンピューティングパブリック IP管理

•コンピューティングセキュリティ管理

•ハブ &スポーク管理

•スポーク管理

•関連するプロジェクトで次の Google Cloud APIが有効になっていることを確認します。

• Compute API

• Billing API

• Network Connectivity Center Alpha API

• Cisco SD-WAN Managerがインターネットに接続されていて、Google Cloudと通信してア
カウントを認証できることを確認します。

• Cisco SD-WAN Managerに、WAN VPCの作成に自由に使用できる 2つの Cisco Catalyst
8000Vインスタンスがあることを確認します。250Mbpsを超えるスループット要件の場合
は、Cisco Catalyst 8000Vライセンスが必要です。

•すべての Cisco SD-WAN制御コンポーネント（Cisco SD-WAN Manager、Cisco SD-WANコ
ントローラ、および Cisco SD-WAN Validator）が Cisco SD-WANリリース 20.5.1以降を実
行し、Cisco Catalyst 8000Vインスタンスが Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.5.1a
以降を実行していることを確認します。
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• 2つの Cisco Catalyst 8000Vインスタンスがデバイステンプレートにアタッチされているこ
とを確認します。詳細については、「Attach Device to a Device Template」を参照してくだ
さい。

Cisco Catalyst 8000Vを Google Cloud用の工場出荷時のデフォルト
テンプレート（Default_GCP_C8000V_Template_V01）にアタッチ
していることを確認します。

（注）

• Cisco Catalyst SD-WANの TCPポートとUDPポートが開いていることを確認します。詳細
については、「Firewall Ports for Cisco SD-WAN Deployments」を参照してください。

デバイステンプレートへの Cisco Catalyst 8000Vインスタンスのアタッ
チ

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Templates]の順に選択します。

2. [Device Template]をクリックします。

Cisco vManageリリース 20.7.1以前のリリースでは、[Device Templates]のタイトルは [Device]
です。

（注）

3. [Template Type]ドロップダウンリストから [Default]を選択します。

デフォルトテンプレートのリストが表示されます。

4. Google Cloud用の工場出荷時のデフォルトテンプレート（Default_GCP
C8000V_Template_V01）を選択します。

5. 自由に使用できる 2つの Cisco Catalyst 8000Vインスタンスをデバイステンプレートにア
タッチします。詳細については、「Attach Device to a Device Template」を参照してくださ
い。

インスタンスをアタッチした後に、private1をトランスポートロケーション（TLOC）の色と
して指定しないでください。private1はサイト間通信にのみ使用されるためです。

（注）

Cisco SD-WAN Managerと Google Cloudアカウントの関連付け
1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。
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2. [Setup]で、[Associate Cloud Account]をクリックします。

3. [Cloud Provider]フィールドで、ドロップダウンリストから [Google Cloud]を選択します。

4. 必要な情報を入力します。

説明フィールド

Google Cloudアカウントの名前を入力しま
す。

Cloud Account Name

アカウントの説明を入力します。[説明（Description）]（任意）

[Yes]を選択すると、アカウントにクラウド
ゲートウェイが作成されます。デフォルト

では [No]が選択されています。

Use for Cloud Gateway

（オプション）Google Cloudサービスアカ
ウントに関連付けられている課金 IDを入力
します。

最初のアカウントの関連付けの後

にのみ、課金 IDを入力します。
（注）

課金 IDを指定すると、自動検証プロセスが
実行されます。

このフィールドは、[Use for Cloud
Gateway]フィールドで [Yes]オプ
ションを選択した場合にのみ表示さ

れます。

（注）

[課金 ID（Billing ID）]

[Enabled]を選択して、Cisco SD-WAN
Managerがクラウドアカウントに関連付けら
れたGoogle ServiceDirectory内のサービスま
たはアプリケーションを検出できるように

します。デフォルトでは、[Disabled]が選択
されています。

Service Directory Lookup

このフィールドは、Cisco vManage
リリース 20.6.1以降でのみ使用で
きます。

（注）

Google Cloudの統合
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説明フィールド

[Upload Credential File]をクリックします。
このファイルは、Google Cloudコンソール
にログインして生成する必要があります。

秘密キー IDは、JSONまたは REST API形
式の場合があります。形式は、キーの生成

方法によって異なります。詳細については、

Google Cloudのドキュメントを参照してく
ださい。

GoogleCloudからダウンロードした
JSONファイルに、universe_domain
という名前のエントリがないことを

確認します。

（注）

Private Key ID

5. [Add]をクリックします。

クラウドグローバル設定の構成

クラウドプロバイダーのクラウドグローバル設定は、[Create CloudGateway]ページで設定をカ
スタマイズしない限り、プロバイダーのクラウドゲートウェイに適用されます。

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。[Cloud OnRamp for Multicloud]ウィンドウで、[Setup]エリアの [Cloud
Global Settings]をクリックします。

[Enable Configuration Group]オプションは、将来の使用のために予約されています。（注）

2. [CloudProvider]フィールドで、ドロップダウンリストから [GoogleCloud]を選択します。

3. グローバル設定を追加するには、[Add]をクリックします。クラウドグローバル設定が
すでに構成されている場合は、[Edit]をクリックして変更します。

4. [Software Image]フィールドで、WANVPCのWANエッジデバイスのソフトウェアイメー
ジを選択します。これは、プリインストールされたCisco Catalyst 8000Vインスタンスで
ある必要があります。

5. [Instance Size]フィールドで、ドロップダウンリストから、要件に基づいてインスタンス
を選択します。

6. [IP Subnet Pool]フィールドで、Google Cloud内の SD-WANクラウドゲートウェイの IP
サブネットプールを指定します。このサブネットプールには、/16～ /21の範囲内のプレ
フィックスが必要です。
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7. [CloudGatewayBGPASNOffset]フィールドで、BGPピアリング用クラウドゲートウェイ
の自律システム番号（ASN）を指定します。これは、クラウドゲートウェイと Google
Cloud RouterのASN割り当ての開始オフセットです。オフセットから開始して、10個の
ASN値がクラウドゲートウェイへの割り当て用に予約されています。

このオフセット値は、クラウドゲートウェイの作成後に変更できません。注目

8. [Intra TagCommunication]に対して、[Enabled]を選択します。これにより、同じタグを持
つ VPCが相互に通信できるようになります。

9. Googleグローバルネットワークを使用したサイト間トランジット接続では、[Site-to-Site
Communication]に対して [Enabled]を選択します。有効にしない場合は、[Disabled]を選
択します。

10. [Site-to-Site Tunnel Encapsulation Type]フィールドで、ドロップダウンリストからカプセ
ル化を選択します。

11. CiscoSD-WANManagerがこのGoogleアカウントに関連付けられたGoogle ServiceDirectory
内のアプリケーションを検出できるようにするには、[Service Directory Lookup Capable]
に対して [Enabled]を選択します。デフォルトでは [Disabled]が選択されています。

このフィールドは、Cisco vManageリリース 20.6.1以降でのみ使用できます。（注）

12. [Service Directory Poll Timer Value]フィールドの値は、デフォルトでは 20分に設定され
ています。

このフィールドは、Cisco vManageリリース 20.6.1以降でのみ使用できます。

13. [Network Service Tier]フィールドで、いずれかの Google Cloudサービスパッケージを選
択します。

• [PREMIUM]：Googleグローバルネットワークを使用して、高パフォーマンスのネッ
トワークエクスペリエンスを提供します。

• [STANDARD]：ネットワークコストを制御できます。

14. [Save]または [Update]をクリックします。

ホスト VPCの検出とタグの作成
Google Cloudアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けると、Google Cloudアカウント
に関連付けられたリージョンでホスト VPCを検出できます。このワークフローでは、VPCレ
ベルでのクラウドインフラストラクチャが示されます。検出された VPCの新しいタグを作成
したり、既存のタグを変更または削除したりすることができます。タグは、VPCとCiscoCatalyst
SD-WANブランチ VPN間の接続を管理するために使用されます。

Google Cloudの統合
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1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Discover]ワークフローで、[Host Private Networks]をクリックします。

3. [Cloud Provider]フィールドで、[Google Cloud]を選択します。

検出されたホスト VPCのリストが、[Cloud Region]、[Account Name]、[Host VPC Name]、
[Host VPC Tag]、[Account ID]、および [Host VPC ID]列があるテーブルに表示されます。

4. [Tag Actions]ドロップダウンリストをクリックして、次のいずれかを実行します。

• [Add Tag]：VPCまたは VPCのグループのタグを作成します。

• [Edit Tag]：選択した VPCの既存のタグを変更します。

• [Delete Tag]：選択した VPCのタグを削除します。

クラウドゲートウェイの作成と管理

最初のクラウドゲートウェイが作成されると、WANトランジット VPC、サイト間のトラン
ジット VPC、およびサイトとクラウド間のトランジット VPCの、3つの予約済み VPCがイン
スタンス化されます。クラウドゲートウェイの一部としてインスタンス化されるCiscoCatalyst
8000Vインスタンスが、VPCにアンカーされます。

この手順では、Google Cloudで Cisco Catalyst SD-WANクラウドゲートウェイを作成する方法
について説明します。

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Manage]で、[Create Cloud Gateway]をクリックします。

3. [CloudProvider]フィールドで、ドロップダウンリストから [GoogleCloud]を選択します。

4. [Cloud Gateway Name]フィールドに、クラウドゲートウェイの名前を入力します。

名前が小文字であることを確認してください。リソースの名の指定およびリソース名の表記規

則については、Google Cloudのドキュメントを参照してください。
（注）

5. （任意）[Description]に説明を入力します。

6. [Account Name]フィールドで、ドロップダウンリストから Google Cloudアカウント名を
選択します。

7. [Region]フィールドで、ドロップダウンリストから Googleリージョンを選択します。
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8. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）[Involved in Site-to-site communication]：
クラウドゲートウェイがサイト間通信に参加する場合は、[Yes]をクリックします。クラ
ウドゲートウェイがサイト間通信に参加しない場合は、[No]をクリックします。

このフィールドは、グローバル設定で [Site-to-siteCommunication]が有効になっている場合にの
み、設定に対して有効になります。グローバル設定で [Site-to-siteCommunication]が無効になっ
ている場合、このフィールドはグレー表示されます。

（注）

9. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.10.1）[Site Name]ドロップダウンリストか
ら、クラウドゲートウェイを作成するサイトを選択します。

10. （オプション）[Settings]セクションで、必要な情報を入力します。

以下のフィールドを使用して、クラウドのグローバル設定または個々のクラウドゲートウェイ

の設定のカスタマイズを使用することができます。

（注）

1. [Software Image]フィールドで、サイトを Google Cloudに接続するためにWAN VPC
でインスタンス化するWANエッジデバイスのソフトウェアイメージを選択します。

2. [Instance Size]フィールドで、要件に基づいて Cisco Catalyst 8000Vのインスタンスサ
イズを選択します。

3. [IP Subnet Pool]フィールドで、Google CloudWANVPCに使用する IPサブネットプー
ルを指定します。このサブネットプールには、/16～ /21の範囲内のプレフィックス
が必要です。

IPサブネットプールは、[Cloud Global Settings]で指定した IPサブネットプールと重複するこ
とはできません。

（注）

4. [Network Service Tier]フィールドで、ドロップダウンリストからいずれかの Google
Cloudネットワークサービスパッケージを選択します。

• [PREMIUM]：Google Cloudグローバルネットワークを使用して、高パフォーマ
ンスのネットワークエクスペリエンスを提供します。

• [STANDARD]：ネットワークコストを制御できます。

11. [UUID (specify 2)]：

Cisco vManageリリース 20.8.1以前：ドロップダウンリストから 2つの Cisco Catalyst
8000Vライセンスを選択します。

Cisco vManageリリース 20.9.1以降：ドロップダウンリストから最小で 2つ、最大で 8
つの Cisco Catalyst 8000Vライセンスを選択します。
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•クラウドゲートウェイ内のすべてのCisco Catalyst 8000vインスタンスは、同じインスタン
スタイプである必要があります。垂直スケーリングはサポートされていません。

• Cisco vManageリリース 20.10.1以降では、[Site Name]ドロップダウンリストからサイトを
選択すると、UUIDが自動的に入力されます。

（注）

デフォルトの Google Cloudテンプレートにアタッチした UUIDを選択します。

12. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.10.1）[Multi-Region Fabric Settings]エリアの
[MRF Role]で、[Border]または [Edge]を選択します。

このオプションは、マルチリージョンファブリックが有効になっている場合にのみ使用

できます。

13. [Add]をクリックします。

VPCタグとブランチネットワーク VPNのマッピング
VPCから VPNへのマッピングを有効にするには、1つまたは複数の Googleリージョンで一連
の VPCを検出し、タグを作成します。次に、同じタグを使用して VPCをマッピングするサー
ビス VPNを選択します。

マッピングと接続の仕組み

•明示的に接続を作成する必要はありません。VPCタグに基づいて、クラウドゲートウェイ
が特定のリージョンでインスタンス化されたとき、またはタグ付け操作が行われたとき

に、接続が自動的に確立されます。

•タグ間およびタグ内マッピングの接続インテントは、さまざまなクラウドリージョンでの
クラウドゲートウェイの存在に関係なく定義できます。インテントは保持され、新しいク

ラウドゲートウェイまたはマッピングの変更が検出されたときにマッピングが実現されま

す。

•クラウドゲートウェイが異なるリージョンでインスタンス化されると、マッピングインテ
ントがそれらのリージョンで自動的に実現されます。

•タグ間およびタグ内マッピングは VPCピアリングに基づいていて、双方向接続のみを自
動的に有効にします。

• 1つのサービス VPNのみを、1つ以上のタグにマッピングできます。

•一度に実行できるクラウド操作（タグ付け、マッピング、クラウドゲートウェイの作成ま
たは削除など）は 1つだけです。1つの操作が実行されていると、他の操作はロックされ
ます。
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•すべてのクラウド操作には時間制限があります。たとえば、マッピング操作は 60分後に
タイムアウトします。タイムアウト時に、操作は失敗として宣言されます。タイムアウト

値は設定できません。

•新しいマッピングインテントの実現中は、[Intent Management]ページは自動更新されませ
ん。

正常にマッピングするための前提条件

•（タグの一部として）マッピングに関係する VPCには、少なくとも 1つのサブネットが
必要です。

•マッピングは VPCピアリングに依存しています。ピアリング VPCのサブネットは、
RFC1918に準拠している必要があります。

• VPCでは Classless Interdomain Routing（CIDR）アドレスは重複できません。CIDRアドレ
スが重複していると、マッピングが失敗します。

接続の表示または編集

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Intent Management]で、[Cloud Connectivity]をクリックします。

3. [Cloud Provider]フィールドで、ドロップダウンリストから [Google Cloud]を選択します。

ウィンドウに、送信元 VPNとその宛先を示す接続マトリックスが表示されます。次の凡
例で、インテントのステータスに関する情報が提供されます。

•青：インテント定義済み

•緑：インテント実現済み

•赤：インテント実現済み（エラーあり）

マトリックス内のいずれかのセルをクリックすると、より詳細なステータス情報が表示さ

れます。

4. [Edit]をクリックして、新しいインテントを定義または記録します。

5. VPN、およびそれに関連付けられている VPCタグに対応するセルを選択し、[Save]をク
リックします。
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Service Directoryのルックアップと検出されたアプリケー
ションによるトラフィックポリシー

Cisco SD-WAN Managerのトラフィックポリシーで Google Cloudアカウントのサービスまたは
アプリケーションを使用するには、まず Cisco SD-WAN Managerで Service Directoryのルック
アップを有効にしてから、このルックアップによって検出されたアプリケーションを使用して

トラフィックポリシーを作成する必要があります。

Service Directoryのルックアップの有効化
Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.6.1a以降では、Google Service Directoryが Cisco
Catalyst SD-WANソリューションに統合されました。この統合により、Cisco SD-WANManager
は、CiscoSD-WANManagerに関連付けられているGoogleCloudアカウントの一部であるGoogle
Service Directoryのルックアップを実行できます。Cisco SD-WAN Managerは、ルーティングポ
リシーの定義に使用できるカスタムアプリケーションとして、ServiceDirectory内のアプリケー
ションまたはサービスを表示します。

Cisco SD-WANManagerでGoogle ServiceDirectoryを検索できるようにするには、Cisco SD-WAN
Managerで Service Directoryのルックアップを有効にする必要があります。

クラウドで検出されたカスタムアプリケーションの命名

Service Directoryのルックアップは、Google Cloudで定義したサービスを Google Cloudにクエ
リします。Cisco SD-WANManagerにより、このサービス用に Cisco Catalyst SD-WAN内にカス
タムアプリケーションが自動的に作成されます。カスタムアプリケーションの名前を作成する

ために、Cisco SD-WAN Managerは Google Cloudで定義されているフィールド（Google Cloud
のアカウント名、Google Cloudのリージョン名、サービス名、および名前空間）の組み合わせ
を使用します。クラウドで検出されたカスタムアプリケーションの名前の最大長は、SD-AVC
コンポーネントの制限により、59文字です。

Cisco SD-WAN Managerで、カスタムアプリケーションが表示されるアプリケーションリスト
ページを表示できます。Cisco SD-WAN Managerのメニューから、[Configuration] > [Policies]
を選択してから、[Custom Options]をクリックし、[Lists]を選択します。Cloud OnRamp for
Multicloudによって検出されたサービスから Cisco SD-WAN Managerが生成したカスタムアプ
リケーションを表示するには、[Cloud Discovered]をクリックします。

• Cisco SD-WANManager 20.6.xは、59文字の制限を次のように処理します。Cisco SD-WAN
Managerが上記の 4つのフィールドを使用してカスタムアプリケーションの名前を作成す
る場合、名前が59文字を超えると、名前が切り捨てられます。名前が切り捨てられると、
名前の競合が発生する可能性があります。

アカウント名とリージョン名の長さは可変であるため、59文字の制限内でサービス名と名
前空間に使用できる残りの文字数を予測することは困難です。

文字数制限を超えないように、Google Cloudでサービスを定義する際は、サービス名と名
前空間名に短い名前を使用することを推奨します。これらの名前で使用可能な長さは、
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Google Cloudのアカウント名とGoogle Cloudのリージョン名を組み合わせた長さによって
異なります。

•次の例では、アカウント名とリージョン名が長いため、短いサービス名と名前空間名
が必要です。

アカウント名：gcp-organization-sw-dev
リージョン名：australia-southeast1
サービス名：serv1
名前空間名：nspace1

•次の例では、アカウント名とリージョン名が短いため、長いサービス名と名前空間名
を使用できます。

アカウント名：cisco
リージョン名：us-west
サービス名：service-xyz
名前空間名：dev-team

• Cisco SD-WANManager 20.7.x以降では、Google Cloudで定義されたサービスの名前空間と
サービス名のフィールドに、より長くわかりやすい名前を使用できます。必要に応じて、

最大 59文字の制限を満たすために、Cisco SD-WANManagerはサービス名の一部を切り捨
てることがあります。

Cisco SD-WAN Managerは、Google Cloudのアカウント名に 12文字の制限、Google Cloud
のリージョン名に 23文字の制限、名前空間に 8文字の制限を適用します。カスタムアプ
リケーション名では、区切り文字（-）に 3文字が使用されます。サービス名が切り捨て
られずに 59文字の制限内に収まるようにするには、Google Cloudでサービスのサービス
名を指定するときに、最大13文字を使用します。より長い名前を使用し、これらのフィー
ルドの組み合わせが 59文字を超える場合、Cisco SD-WAN Managerは名前を切り捨てま
す。名前の切り捨てによって、以前に定義されたカスタムアプリケーションとの名前の競

合が発生した場合、Cisco SD-WANManagerはアプリケーションリストページにアラーム
を表示します（アプリケーションリストページを開くための手順は上に示されていま

す）。

はじめる前に

Cisco SD-WAN Managerで SD-AVCが有効になっていることを確認します。

• Cisco SD-WAN Managerで SD-AVCを有効にします。

1. Cisco SD-WAN Managerのメニューから、[Administration] > [Cluster Management]の
順に選択します。

2. 目的の Cisco SD-WAN Managerインスタンスについて、[...]をクリックし、[Edit]を選
択して、[Enable SD-AVC]チェックボックスをオンにします。

• Google Cloudアカウントで Service Directory APIが有効になっていることを確認します。
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Service Directoryのルックアップの有効化

1. Cloud OnRamp for Multicloudワークフローの [Associate Cloud Account]ウィンドウから
[Service Directory Lookup]を有効にします。

詳細については、この章の「Cisco SD-WAN Managerと Google Cloudアカウントの関連付
け」のトピックを参照してください。

2. [Cloud Global Settings]で、Cisco SD-WAN Managerに関連付けられている Googleアカウン
トを [Service Directory Lookup Capable]として有効にして、[Service Directory Poll Timer Value]
を設定します。

詳細については、「クラウドグローバル設定の構成」を参照してください。

クラウドで検出されたアプリケーションを使用したトラフィックポリ

シーの作成

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Policies]の順に選択します。

2. [カスタムオプション（Custom Options）]をクリックします。

3. [Centralized Policy]で、[Lists]をクリックします。

[Policies]の下の [Application]セクションにリダイレクトされます。

4. [Cloud Discovered]をクリックします。

Google Service Directoryのルックアップによって検出されたアプリケーションのリストが
表示されます。

5. [Map Traffic Profiles]をクリックします。表示されるダイアログボックスで、検出された
サービスのトラフィックプロファイルを設定または変更できます。

6. トラフィックプロファイルごとに、[vManage SLA Classes]をクリックし、アプリケーショ
ンをマッピングする SLAクラスを選択します。

7. [Save]をクリックします。

8. 次に、クラウドで検出されたアプリケーションを含むアプリケーションリストを作成しま
す。詳細については、「Configure Application List」を参照してください。

9. 検出されたアプリケーションを使用してトラフィックポリシーを作成するには、[Custom
Options] > [Traffic Policy]をクリックしてから、[Add Policy]をクリックします。

クラウドで検出されたアプリケーションのアプリケーションリストでトラフィックルール

を設定するには、「Application-Aware Routing」の「Configure Traffic Rules」を参照してく
ださい。
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接続のモニター
新しいクラウドゲートウェイを作成するときに、クラウドゲートウェイ内でプロビジョニング

された Cisco Catalyst 8000Vインスタンスの起動と到達可能性を確認できます。

オプション 1

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Cloud]の下の [Network Snapshot]では、さまざまなクラウドプロバイダーのクラウドゲー
トウェイ、ホスト VPC、およびWANエッジデバイスの概要が表示されます。

WANエッジデバイスの横にある上向きの矢印は、稼働しているデバイスの数を示します。
矢印をクリックして、デバイスの詳細を表示します。

オプション 2

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Workflows]セクションで、[Intent Management]の下の [Cloud Connectivity]をクリックしま
す。

3. [Cloud Provider]フィールドで、ドロップダウンリストから [Google Cloud]を選択します。

4. ページ上の任意のセルをクリックすると、VPNと VPCタグの接続ステータスが表示され
ます。

監査
Cisco vManageリリース 20.6.1以降では、[Cloud OnRamp for Multicloud]ワークフローの [Audit]
オプションがGoogleCloudに対して有効になっています。このオプションを使用して、Google
Cloudの状態が Cisco SD-WAN Managerの状態と同期しているかどうかを確認します。監査の
一環として、クラウドの状態が Cisco SD-WAN Managerの状態と同期していないと識別された
場合、CiscoSD-WANManagerは自動的に問題の解決を試行し、状態を同等にしようとします。

監査メカニズムの一部として、クラウドオブジェクトの存在、それらの相互関係、およびそれ

らの状態はすべて、Cisco SD-WAN Managerで定義された接続インテントに照らして検証され
ます。不一致が特定された場合は、Cisco SD-WAN Managerが修正処置を行います。

監査オプションによって識別されるエラーのタイプ

回復可能なエラー

これらは、Cisco SD-WAN Managerがアクションを実行して解決できるエラーです。Cisco
SD-WAN Managerは、Cisco SD-WAN Managerによって作成されたオブジェクトのエラーを解
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決できます。監査オプションでは、次のシナリオで不足しているリソースを再作成することに

より、次のエラーを自動的に検出して解決しようとします。

•ハブまたはスポークの削除

• Google Cloud Routerの削除（プライマリ、セカンダリ、またはその両方）

• Cisco SD-WAN Managerの VPNにマッピングされた VPCのサイトとクラウド間のピアリ
ングの削除

• Cisco SD-WAN Managerの他の VPCにマッピングされた VPCの VPCピアリングの削除

•カスタムルートの欠落

• BGPセッションの欠落

•古い BGPセッション

回復不能なエラー

これらは、Cisco SD-WAN Managerでは解決できないエラーであり、手動による介入が必要で
す。

•クラウドゲートウェイまたはそのコンポーネントのいずれかの削除

• CIDRが重複しているホスト VPCの問題

•サイト間の VPCの問題

•サイトとクラウド間の VPCの問題

• WAN VPCの問題

定期監査

Cisco SD-WAN Managerは、2時間ごとに自動監査をトリガーします。この自動監査はバック
グラウンドで実行され、回復可能な問題を解決します。

Cisco SD-WAN Managerにはこの監査の結果が表示されませんが、定期的な監査に関連するイ
ベントが記録されます。

オンデマンド監査

これは、ユーザーが起動する監査です。オンデマンド監査を開始するには、次の手順に従いま

す。

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Intent Management]エリアで、[Audit]をクリックします。

3. [Cloud Provider]フィールドで、[Google Cloud]を選択します。

Google Cloudの統合
25

Google Cloudの統合

監査



このウィンドウには、さまざまな Google Cloudオブジェクトのステータスが表示されま
す。

4. いずれかのオブジェクトのステータスが [Out of Sync]と表示されている場合は、[Fix Sync
issues]をクリックします。このオプションにより、回復可能なエラーが解決されます。

[FixSync Issues]をクリックして、問題を修正できない場合は、同じ状態を示すタスクの更新が
表示されます。回復不能なエラーには、手動による介入が必要です。

（注）

クラウドリソースインベントリの表示
Cisco vManageリリース 20.6.1以降では、Google Cloud用に有効にされたCisco SD-WANManager
で [Cloud Resource Inventory]オプションを使用できます。Cisco SD-WAN Managerに関連付け
られているGoogleCloudアカウントのクラウドオブジェクトとその識別子の詳細を表示するに
は、このオプションを使用します。

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Manage]の下の [Gateway Management]をクリックします。

既存のクラウドゲートウェイが表示されます。

3. 目的のクラウドゲートウェイで、[…]をクリックし、[CloudResource Inventory]を選択しま
す。

[Cloud Resource Inventory]オプションを使用すると、選択したクラウドゲートウェイの次の情
報を取得します。

• VPC：WAN、サイト間、およびサイトとクラウド間の VPC。

• VPCサブネット：Google Cloudアカウントに関連付けられている各Google Cloudリージョ
ンのWAN、サイト間、およびサイトとクラウド間。

• VM：各 Google Cloudリージョン内の Cisco Catalyst 8000Vインスタンスのペア。

• Google Cloud Router：各リージョンのそれぞれのサイトとクラウド間およびサイト間の
Google Cloud Routerのペア。

•ハブ：それぞれのサイト間およびサイトとクラウド間の Googleグローバルネットワーク
ハブのインスタンス。

•スポーク：サイト間およびサイトとクラウド間のハブに接続されている各リージョンから
のスポークのペア。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


